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・全体構想で⽰している基本的な考え方は、いろいろな⼈に三重津を⾒ていただき、活
動に関わっていただきたいという想いがある。遺跡の存在する場所周辺に住む⼈々だけ
ではなく、外から来た⼈にも参画意識を持ってもらえるようにしたいと意識している。
・全体計画において整理したい。

※会⻑コメント：P8及びP15の整理については、地域の視点と世界遺産の視点の２つの
視点で整理する必要がある。来館者がすべて保存の担い⼿になるということは難しいか
もしれないが、すべての来館者に三重津の重要性を理解してもらうのは目指すべきとこ
ろ。すべてのお客様に育ってほしいという説明の仕方がいいのではないか。

2

3.1
現在の展⽰施設
P18

・（2）交通アクセスについて、地図と記述があっていない。 ・文章の内容と地図の内容が整合するように調整したい。 ・図を修正。

3

3.3
整備に向けた課題
P37

・「来訪者へのおもてなし」とは具体的にどういうことか。 ・記念館のボランティアスタッフの活動として、ガイド活動や湯茶接待などが⾏われて
おり、”おもてなし”という表現をしている。わかりやすく修正する。

・記載内容に具体的に追記。

4

4.1
整備の基本的な考え方
P38

・4段落目「・・・三重津海軍所稼働期のイメージを確⽴させる」について、イメー
ジは「定着させる」「想起させる」「提⽰する」が適当ではないか。

ー ・「提⽰する」に修正。

・キーワード的な使い方になってしまっているので、概念図における表現について再度
整理したい。（三重津海軍所跡は実際に⾒ることが出来ないし、背景を知らないとわか
らない。歴史的背景を知ればすごいと思う場所だが機会がないとわからない。いろいろ
な展⽰を通じて魅⼒を理解してもらいたいという意味で書いていた。）
※会⻑コメント：
整備概念図の「三重津海軍所を学ぶ」については、具体的に学んでもらいたいこと、学
びの中身をきちんと書いた方がいいのではないか。
例えば、「世界史のなかの三重津」「近代化にかけた先⼈の意欲・努⼒」「先⼈の技術
への関⼼」「先⼈の技術の導⼊への努⼒」など、ここで学んでほしいこと、知ってほし
いことをここに並べておいてはどうか。

6

4.1
整備の基本的な考え方
P39-40

・整備概念図と基本方針に⽰す内容がリンクしていないので整理が必要。 ―

7

4.1
整備の基本的な考え方
P40

・３つの基本方針の３つは「誘う→来る」「伝える→理解する」「促す→動く」をカ
ウントしていると思うが、その下に⽰した内容が基本方針だと思うので整理が必要だ
と思う。

・上位計画の活⽤の３つのステップの考え方にあわせて、方針の整理を⾏っていた。も
う少しわかりやすくなるように整理をしたい。

・第4章は組み⽴てを⾒直し、改めて整理した。

8

4.1
整備の基本的な考え方
P40

・「促す→動く」について、地元だけのこじんまりした内容にも感じる。
海外や県外からのお客様に具体的に保存に関して何かやってもらうことは出来ない
が、家に帰ったあとでも何らかの形で三重津海軍所跡とつながってもらう、間接的に
応援団的な活動をしていただくような取組が出来ないだろうか。

― ・デジタルコンテンツのデータの持ち帰り等を通じて、三重津海軍所跡とのつながり
を保てるようなシステムを検討していきたい。

9

4.1
整備の基本的な考え方
P40

・「伝える→理解する」にデジタル・アナログの幅広い⼿法を取り⼊れる等の記述が
ある。障がいを持った方に配慮した展⽰方法等についてもふれてほしい。

― ・4.2において、「誰もが利⽤しやすい施設づくり」の項目を設定し、改めて内容を
整理。

10

4.1
整備の基本的な考え方
4.2
展⽰方針
P40-42

・P40の「誘う→来る」「伝える→理解する」「促す→動く」に⽰している内容と、
展⽰方針で⽰す6つの項目が合致するように整理しなおしてみてはどうか。

― ・第4章は組み⽴てを⾒直し、改めて整理した。
・第6章を「展⽰計画」とし、展⽰方針はその冒頭に移動した。

2.3
上位計画の概要
P8、15

1

・整備概念図の「三重津海軍所を学ぶ」に「三重津の魅⼒」「三重津を知る」「三重
津をひもとく」「三重津とつながる」とはそれぞれどのようなイメージなのか。

4.1
整備の基本的な考え方
P39

5

・上位計画の全体構想を修正。その抜粋を2.3の概要にも反映した。

・整備概念図について、ガイダンス施設の整備概念図ではなく、⼀体展⽰の整備概念
図となっていた。上位計画で改めて整理をし、2.3に移動。

・P15①活⽤の基本的な考え方に⽰すステップ3の対象者は来訪者全体なのか。
・P8（1）全体構想のなかの「郷土に対する誇りの醸成につながっていく」や、「佐
賀に⽣まれ育った⼈が故郷を思うとき」は地元の方を対象にしているように⾒える。
・ステップ2までとステップ3は分けて考えた方がいいのではないか。

1
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11

4.2
展⽰方針
P41-42

・「産業⾰命遺産」なので、技術・テクノロジーについて、こどもから⼤⼈まで理解
してもらうことが重要。デジタルに関しては、屋外ではまだまだ弱い部分はあるが、
今まで無かった展⽰方法に是非チャレンジしてほしいと思うし、そういうことを少し
でも書いてもらうといいと思う。
※「誘う」という意味では、ドローンを活⽤して垂直方向に⾒せるということもおも
しろい。

※会⻑コメント：
上空から⾒るのはおもしろいと思う。上から⾒て、満潮時に船がドックに⼊ってくる様
⼦を⾒せられたらおもしろい。ドライドックも土⽊作業でつくっている。先駆的な偉⼈
から無名な技術者や労働者まで含めての取組を伝えることが出来るというのは⼤事なこ
とだと思う。

・2.3で屋外展⽰について、「稼働する造船・修船システムや洋式船の運⽤などの当
時の海軍所の様⼦を現地で散策しながら体感できるようなVR・AR等のデジタル技術
を導⼊した新しい展⽰機能の提供を図っていく。」とし、屋内展⽰について「解説に
は、パネル・映像・模型の展⽰など、オーソドックスな⼿法は整えた上で、VR・AR
等のデジタル技術を導⼊した新しい展⽰機能、造船・修船システムなどを理解する体
験学習の提供等を図っていく。」を記述。
・4.2（2）において、最先端のデジタル技術からアナログ的な⼿法について、「幅広
い⼿法を積極的に取り⼊れる」ことを記述。
・6.1の展⽰方針においても、「発展する展⽰」のなかでは、定期的な映像及び機器
の更新が必要になることも視野にいれ、あらかじめ更新頻度等を想定していくことを
整理している。

・現状では、⼤⼈向けのものが多いため、こどもたちには伝わりにくいと考えている。
例えば、こども向けの解説を添えたうえで⼤⼈向けの内容とするなど、こどもにも理解
しやすいものにしたいと考えているため、「（1）正しくわかりやすい展⽰」のなかで、
「こどもにも理解しやすい表現や」という記述をいれている。
・また、多言語について、日本語はもちろん、英語までは⽰して、他の言語は他の⼿法
を活⽤して情報提供をするなど、展⽰物で⽰す情報をしぼりつつ、いろいろな方に伝え
ていく工夫をしたい。

※会⻑コメント：多言語化は難しい。日本語をそのまま英語にしても伝わらない。テキ
スト量が増えてくるため、日本語に相当する英語をきちんと⽰し、あとは簡略化して対
応するなど、場合によっては資料名だけでもいいと思う。より深く知ろうとした時への
対応が⽤意されていれば、展⽰にすべて記載をしなくても良いと思う。

13

4.2
展⽰方針
P41

・「（1）正しくわかりやすい展⽰」について、これから⼤事にしていかないといけ
ないことに”多言語化”がある。「正しい」という言葉を⼤事にしたい。
 「正しい情報をもとに伝える」は「正しい情報をもとに正しく伝える」、「わかり
やすく伝わるように」は「わかりやすく正しく伝わるように」など、「正しく」を強
調してほしい。

― ・3.3（1）に「④調査成果をもとにしたわかりやすい展⽰の充実」を設け、課題を追
記。
・記載内容を修正。

14

4.2
展⽰方針
P41

・「（2）興味・関⼼を惹く展⽰」について、「･･･興味・関⼼を惹くためには、････
理解できる展⽰を⾏う。」とあるが、興味・関⼼は理解するものではない。「興味・
関⼼をそそる展⽰」という表現が適当だと思う。

― ・記載内容を修正。

15

4.2
展⽰方針
P42

・「（5）ガイド活動と連動する展⽰」について、誰と誰の意⾒交換なのか。 ・記念館の管理者である佐賀市と接客に従事するスタッフの意⾒交換を想定している。 ・記載内容を修正。

①ボランティアスタッフ全体で約60名の登録。そのうち、ガイドとして活動いただいて
いるのは約20名。現状で何割の方をガイドが案内出来ているのか、数値は持ち合わせて
いない。
②現状ではボランティアで対応いただいている。雇⽤というのは将来的にも難しいと思
う。案内体制を整えるには、出来るだけ多くの方に参画いただきたい。
※会⻑コメント：お客様の印象は、⼀番近いフロントで決まる。三重津の場合は、今後
も調査が続くので新しい知⾒が出てくる可能性もある。内容を更新しつつ、内容を確認
する場、ボランティア研修等を繰り返し⾏っていくことが⼤事である。

17

4.2
展⽰方針
P42

・「（6）訪ねて深めたくなる展⽰」について、近隣での新たな世界遺産の誕⽣とい
うことを考えると、沖ノ島や⻑崎の教会群など世界遺産つながりで考えた方がいいの
ではないか。

・どこまでを対象にすべきかということもあるので整理したい。
※会⻑コメント：これからも九州では世界遺産が増えていきそうだが、時代も中身も違
うので「観光」ということになる。これはもしかしたら、県のセクションで担当した方
がいいのかもしれない。

・日本国内の世界遺産の紹介展⽰を⾏うことを想定し追記。

18

6.1
展⽰コンセプト
P45

・展⽰コンセプトは「⾒えない三重津が⾒えてくる」1本でいったほうがいい。いろ
いろなフレーズが出ると混乱する。
⇒委員全員で⾒解⼀致

・統⼀する。 ・展⽰コンセプトは「⾒えない三重津が⾒えてくる」とし、第6章の展⽰計画の冒頭
に記述。

・3.1に「（5）ガイドによる屋内・屋外の案内」という項目を新たに設け、現状を追
記。
・ガイドによる案内の現状について、今後アンケート調査時には実績把握をあわせて
⾏うこととしたい。

16

4.2
展⽰方針
P42

①ガイドが非常に⼤事という話が出ているが、現在の登録スタッフの状況と、来館者
のガイドの利⽤状況を教えてほしい。
②ガイドはボランティアを想定しているのか。それとも雇⽤なのか。
③アンケートのなかでガイドの利⽤状況を把握してみてはどうか。

12

4.2
展⽰方針
P41

・展⽰についてイメージしている対象年齢はあるのか。ターゲットをどこにあわせる
かで作り方もだいぶ変わると思う。その考え方により6章も変わってくると思う。

―

2
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19

6.2
展⽰テーマ
P46

・展⽰の項目に「地理的な環境」に関わる内容を盛り込んでほしい。 ― ・項目を追記。

20

6.2
展⽰テーマ
P46

①「そこにあるのに『気づかないもの』を⾒せる」について、『気づかないもの』は
⾒せるのか、それとも気づかせるのか、言葉の整合をとってもらいたい。
②展⽰展開のイメージについて、「往時の様⼦をできるだけ再現」というのは消極的
に聞こえる。可能であれば「積極的に再現する」「可能な限り再現する」に言い換え
たい。

― ・記載内容を修正。

21

6.4
展⽰構成
P49

・「展望テラスから⾒た全景」について、3階からの展望は絶景であり、何にもかえ
がたいと思っている。港としての伝統が以前からあったことや、２つの⼤きな航路の
中に、幕末にここに三重津海軍所が展開したことなどが、広い位置づけの中で景観を
⾒ながら伝わる工夫があるといいなと思う。

― ・4.2（2）に新たに整理した「”⾒えない三重津が⾒えてくる”展⽰空間づくり」で、
記念館3階からの眺望をいかした展⽰展開について記述。

22

6.4
展⽰構成
6.5
 ゾーニング
P49-50

・P49の展⽰区分とP50のゾーニングがあっていないのではないか。
・いろんな表現が出すぎているので、表現を統⼀した方がいい

・P49,50の表現内容について整理する。 ・記載内容を修正。

23

6.5
展⽰のゾーニングと動線
P50

①1階の映像ホール等は現状の建物の範囲からははみ出しているようだが増築するの
か。
②1階から2階へのスロープの壁は展⽰に使えるのか。
③2階の佐野常⺠の展⽰室の内容も変えるのか。

・展⽰スペースは限られるので、訪れた⼈が佐野常⺠と三重津のつながりを⼀連のス
トーリーとして理解できるように是非検討してもらいたい。

①5-2で想定した諸室を考えると、1階スペースに⼊りきれないと考えており、増築が必
要だと考えている。
②使えると考えており、展⽰環境を整える必要があるのであわせて検討していきたい。
③佐野常⺠と三重津海軍所のつなぎ展⽰を中2階に新たに設けることとなれば、2階の展
⽰についてもあわせてリニューアルが必要ではないかと社会教育課とは協議していると
ころ。

―

24

6.5
展⽰のゾーニングと動線
P50

・有料エリアはどこになるのか。 ・⼊館料は無料、展⽰室は有料で想定している。
 P50の図では共有スペース以外が有料と想定している。

―

25

6.6
展⽰における留意点
P51-52

・展⽰物のフォントや色も統⼀性をもたせるべき。
・展⽰だけではなく、建物外観、建物の看板、誘導看板などのデザインも統⼀性をも
たせたほうがいい。

・佐賀市のサイン計画があり、まちなかにあるサインはその計画に基づいて設置してい
る。まちなか同様にするかどうかは議論が必要だが、基本的にはサイン計画に基づいて
対応していきたい。

・上位計画に基本的な考え方として改めて追記した。

26

6.6
展⽰における留意点
P52

・ドライドックの⽊組みについて3Dでスキャニングしていないか。
 ３Dのデータがあれば、それを活⽤していろいろなことが出来る。

・調査していた当時、そういう視点がなく、スキャニングはしていない。二次元写真か
ら３D展開できるように、データを作成しているところ。活⽤について相談させていた
だきたい。

＿

27 イメージパース
・1階を展⽰スペースと活⽤するにあたっては、展⽰環境にふさわしいものとするた
めの工事が必要である。

― ・6.6（4）展⽰環境において整理した。

28 内閣官房コメント

・コンセプトはわかりやすく端的であるべき。「フル・ヒストリー」に関する記述が
第6章になりはじめて出た。前段で整理が必要である。
・屋内展⽰と屋外展⽰という整理は非常にわかりやすく、双方に連動性があり、循環
性があり、いつでも⼀体のものであるという考え方は正しいと思う。ただ、上位計画
の策定は８、９割終わっており、今回の計画は施設整備という観点で整理している。
第4章については混同しないようによく整理することが必要。
・「展⽰内容の充実を図るために必要な施設の運営体制についても具体的に検討を進
めていく」について「検討する」はNG。具体的なことが進まないと運営体制は決め
られないかも知れないが、最終的にはきちんと⽰していただきたいと思う。

ー ・フル・ヒストリーについて、2.3の上位計画の上位計画の概要でその内容を記述
し、4.2（2）の「”⾒えない三重津が⾒えてくる”展⽰空間づくり」においても基本方
針として整理した。
・第4章は組み⽴てを⾒直し、改めて整理した。
・管理運営方針について、現段階でお⽰しできる内容を第7章で提⽰。

3


